
令 和 5 年 度 事 業 計 画 

[活動方針] 

● 問題視されて久しい青少年の家庭内暴力、万引きやいじめ等を無くすためには情操教育が

不可欠と考え、日本人の心のふる里、伊勢の「神宮」に程近い「ひもろぎの里」の大自然

の中で野外活動を中心に地元教育機関や多くの人々の協力を得ながら実施して行く。 

● 創会の理念である奉仕・友愛・責任・忍耐・進取の精神を次世代の若者達に伝え、幼・少

・靑壮・老それぞれの世代に応じ、少年から青年へそして壮・老年代へと輪を広げ、自然

との共生、年代間の連携を図り、より住みやすい社会建設に貢献して行く。 

● 国際協力の一環として、わが国の優れた物造り技術を発展途上国の若者に伝え、その技術

を自国に持ち帰り経済発展に寄与できるような人材育成を支援する。 

●新法に準拠するよう職員一丸となって対処する。 

 

[重点方針] 

● 家庭や社会に適応できる青少年の健全育成 

● 近隣諸国からの研修生支援 

● 会員増強と支部強化 

● 御萱地 80周年記念事業を成功させる。 

１．「ひもろぎの里」改修 

２．御萱地訪問・記念式典・神宮奉納演奏・発表会 

● 技能実習生活支援活動の重点項目として以下に留意する。 

１． 地道に技能を習得する意欲のある実習生の確保に努める。 

２． 新型コロナ菌に対し、外国人技能実習機構からの指導に従うと共に受け入れ企業に対

しても同様指導する。 

３． 実習生の寮生活の適正指導を徹底する。 

４． 実習生の人権侵害について受け入れ企業に特に留意させる。  

 

【具体的な取り組み】 

１． 実習生の選抜には Webを利用し、日本語力や本気度を考慮する。 

２． 個人のプライバシーを考え 4.5ｍ２以上／人を用意する。 

３． ゴミの分別等生活環境に適合するよう根気よく指導する。 

４． 人権侵害等につき実例を交え説明する 

５．  

[育成事業内容] 

本年度事業のうち 2．ユースキャンプ、ワークキャンプは、「ひもろぎの里」改修工事進行具

合により随時決定する。 

１． 植樹祭 

目 的：年ごとに森林の面積が減少する現在、森林保護、環境保全を目的に計画した。 

  事 業：大自然一杯の神宮林に囲まれた「ひもろぎの里」に神宮より下付された貴重な苗

木を植樹し、世界的に展開されているアースデーの一環としてミニアースデーを

展開する。 

  内 容：100本の苗木を植樹、森の話と間伐についての講話とデモンストレーション 

開催日：令和５年４月 29日（土） 
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場 所：ひもろぎの里 

人 員：30名 

参加費：5,000円 

２． ユースキャンプ 

●夏季キャンプ 

目 的：大自然の中での集団生活を通して友情を育み、自然への思いやりや感謝の心、奉

仕の精神を養うことを目的に計画した。 

事 業：「ひもろぎの里」を中心にその周辺で異地区・異年齢の子供達を３泊４日のキャ

ンプ（テント）生活をさせる。 

内 容：登山・水泳、史跡巡り等伊勢地方の特色を活かしたものにする。 

開催日：令和 5年７月中旬～８月上旬、（２，３組） 

場 所：ひもろぎの里及びその周辺 

人 員：20～30名程度 

参加費：飲料水、浴場他衛生面から場所提供となります。 

 

●ワークキャンプ 

目 的：ユースキャンプの指導者養成と会場整備及び準備を目的として計画した。 

事 業：主に給水、排水及び道路整備  

内 容：キャンプ場改修工事のための補助作業を行う。 

開催日：令和５年５月中旬～６月５日上旬（2～3回） 

参加費：無 料 

人 員：各 10～20名 

 

●指導者講習 

  目 的：屋外ばかりでなく、座学により指導方針・方法を学ぶ。 

  事 業：本部並びに「ひもろぎの里」にて実施  

  内 容：講師を招き学習する 

  開催日：令和 5年 4月から令和 6年 3月（10回：ほぼ 1月 1回） 

  参加費：3,000円 

  人 員：20名 

   

 ●80周年記念事業 

目 的： 創会の原点となった「神宮萱場」で記念式典と現地作業を行い、全国委の青 

        年男女が延べ 5万人、14ヶ月の日時を掛け、人力だけで開墾から植栽までを 

        な遂げ、基本理念となっている「御萱地精神」を涵養するために開催する。 

   内 容： 萱場にて記念植栽、記念式典、シティーホテルにて記念講演 

   開催日： 令和 5年６月４日（日） 

      参加費： 40,000円 

   人 員： 50名 

 

４.山の神祭り 

目 的：古来より自然信仰の中で生まれた行事で、広く山里や山林地区で行われている伝
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統行事を「ひもろぎの里」に祀られた「山の神」で後世に引き継ぐ為に行う。 

事 業：ここ「ひもろぎの里」は、大和国は地蔵尊、伊勢国は神様と言われた土地柄で、

自然の恵に対する感謝を込めて祭りを斎行する。 

内 容：伊勢神宮より神職を迎え式典を行い、神職による講話がなされる。 

開催日：令和５年 12月 10日（日） 

場 所：ひもろぎの里 

人 員：20名 

参加費: 5,000円 

 

５.第 78回庭燎奉仕・奉納 年越参り 

目 的：創会の原点である「奉仕・友愛・忍耐・責任・進取」の精神を涵養する為に行う。 

事 業：本会主催のこの行事は、昭和 20年より神宮の境内をお借りして上記目的を達成す

るための最重要行事で、76年目を迎え、伊勢地方の風物詩伴っている伝統行事。 

内 容：伊勢神宮（内宮・外宮両宮）境内で大晦日より元旦にかけ「かがり火」を焚き、

全国から初詣に来られる人々の足下を照らし、安全と心の触れ合いを育む。 

開催日： 令和５年 12月 31日（日）～令和６年元旦（月） 

場 所： 外宮・内宮境内 

人 員： 120名   

  参加費： 20,000円（会員）、30,000円（一般・会費未納） 

 

６．技能実習生（以降実習生という）受け入れ事業。 

 １年間を通し、受け入れ、派遣業務を実施する。具体的には、新型コロナによる影響で、

出入国管理状況により変化するので一概に決められない。 

 

[会 議] 

１． 理事会 

1)決算理事会 

  期 日：令和５年５月 13日（土） 

  場 所：東京本部 

  議 題：令和４年度事業報告・収支決算（案）の件 

ひもろぎの里」整備計画の件 

その他の件審議 

 

2)予算理事会 

 期 日：令和６年２月 17日（土）13時～ 

 場 所：西神田コスモス館 

 議 題：令和７年度事業計画（案）・収支予算（案）の件 

     令和７年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

その他の件について 

 

3)理事・参与打ち合わせ 

 期 日：令和５年 12月 10日（日）） 
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 場 所：ひもろぎの里 

 議 題：第 78回庭燎奉仕・奉納の件、他 

 

２．第 12回通常総会 

期 日：令和５年６月４日（日）10時～ 

 場 所：伊勢シティーホテル 

 議 題：第 1号議題 令和４年度決算書類（案）承認）の件 

     第２号議題 資金調達及び設備投資飲み込みについての件 

第３号議題 その他 

報告事項  令和４年度事業報告 

代表理事、職務執行理事の職務の執行の状況の報告 

 

[広 報] 

 ホームページを通じ積極的な広報活動を行い、会員増強や会のＰＲその他に努める。 

 「ひもろぎの里」管理棟老朽化に伴う改修又は建て替え事業 


